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的感情状態に及ぼす影響を調査することを目的とした。調査では Gross & John（2003）の
提起した感情制御方略（再評価・抑制）が主観的な感情状態に与える影響に焦点を当て，
喜び・悲しみ・怒りの 3 つの感情について感情制御の効果を検討した。Time1 で質問紙調













































































御の中でも特に，上述の Gross & John（2003）の提起した感情制御方略（再評価・抑制）
が主観的な感情状態に与える影響に焦点を当て，研究を実施する。なお研究内容に即しイ





















調査対象者 Time1：大学生 149 名（男性 29 名，女性 120 名，平均年齢 20.06 歳，SD = 1.56）
が参加した。Time2：Time1 の大学生の内，131 名（男性 23 名，女性 108 名，平均年齢 19.99
歳，SD =1.27）が参加した。 
質問紙 感情特性を測定する項目として，DES-IV（Izard, Libero, Putnam, & Haynes, 1993）





















文の始めに「今週 1 週間（12 月 16 日（金）～12 月 22 日（木））を振り返って」という文
章を挿入し，文章の末尾を必要に応じて過去形に変更した。また 8 日目は時期に関して，








手続き Time1：2016 年 12 月に調査についての説明を行い，参加者を募った。説明の後，
集団に対し上記質問紙を実施した。なお倫理的配慮として，回答は任意であること，デー
タは統計的に処理され個人は特定されないことを説明した上で質問紙への回答を依頼した。
施行時間は約 10 分であった。Time2：質問紙実施後，2016 年 12 月 16 日（金）～23 日（金）
にかけて，参加者は 1 日 3 回特定の時間（12 時，16 時 30 分及び 21 時前後）に 1 週間継続
してインターネット上の質問項目に回答し，その時点で感じている感情状態及び感情に関













 IBM SPSS Statistics version 25.0 を用い，質問紙調査の結果についての分析を実施した。
なお分析にあたって質問紙で得られた感情制御と感情特性それぞれの合計値に加え，感情




が再評価を行っていることが示唆された（t (147) = 2.55, p < .05, Table1）。その他の変数で
は性差は認められなかった（ts (37－147) = .32－1.39, n. s.）。 
 
 相関 次に各変数間の相関を算出した（Table2）4。まず感情制御の再評価と抑制との間
に正の相関が見られた（r = .24, p < .01）。また再評価は喜びの感情特性，感情特性の標準
偏差との間で正の相関が見られ（rs = .22－.27, ps < .01），抑制は喜び・怒りの感情特性，
感情特性の平均値との間で負の相関が得られた（rs = -.21－.29, ps < .001－.05）。 






に正の相関が認められ（rs = .49－.86, p < .001－.05），感情特性の標準偏差は悲しみと怒り




ンターネット調査 22 回の平均回答率は 90.84％であった。以降の分析では，このデータを
使用して分析を行う。また以降の分析では 4 つの感情状態を取り扱うため，区別のため以
下の呼称を使用する。まず 1 週間 21 回継続して回答されたその時の感情状態を即時的感情
（IES: Instantaneous Emotional States），それと同時に回答されたイベントに関する感情状態 
 
Table 1 Summary for t Test Analysis for Emotion Regulation and DES-IV 
M SD M SD M SD df
Reappraisal 27.59 5.31 25.38 5.89 28.13 5.04 147 2.55 *
Suppression 15.38 4.59 16.10 4.94 15.20 4.50 147 .95
Enjoyment 9.93 1.95 9.41 2.32 10.06 1.84 37 1.39
Sadness 9.36 2.31 9.62 1.47 9.30 2.47 71 .90
Anger 7.97 2.73 7.83 2.79 8.01 2.72 147 .32
average 9.09 1.68 8.95 1.43 9.12 1.73 147 .48





* p  < .05.  
 
Table 2 Summary for Correlations between Emotion Regulation and DES-IV 
I. Reappraisal .24 ** .25 ** -.17 * -.17 * -.07 .22 **
II. Suppression -.29 *** .00 -.21 * -.23 ** .02
III. AT Enjoyment .00 .19 * .49 *** .16 †
IV. AT Sadness .53 *** .75 *** -.28 ***
V. AT Anger .86 *** -.49 ***
VI. AT Av -.33 ***
VII. AT SD
VIIII III IV V
† p  < .10, * p  < .05, ** p  < .01, *** p  < .001.
VI






（強さ）を即時的イベント感情とする。また 8 日目に調査の 1 週間を振り返って回答された
感情状態を回顧的感情（RES: Retrospective Emotional States），それと同時に回答されたイベ
ントに関する感情状態（強さ）を回顧的イベント感情とする。 









115) = 2.49－2.69, ps < .05），男性の方がその際に抑制を行うことが示された（t (127) = 3.35, 
p < .05）。また怒りは感情喚起イベントでの抑制について男女差が見られ，女性の方が怒り
の感情喚起イベントの際に抑制を行うことが示された（t (65) = 2.56, p < .05）。その他の変
数では性差は認められなかった（ts (19－129) = .06－1.96, ps > .05）。 
 
Table 3 Summary for t Test Analysis for Emotional States and Events 
M SD M SD M SD df
Enjoyment
IES 1w Av 8.90 1.78 8.26 1.61 9.04 1.79 129 1.92 †
Ev Presence 1w Sum 7.42 4.16 5.35 3.43 7.86 4.18 129 2.69 *
Ev Intensity 1w Av 2.87 .47 2.86 .55 2.87 .45 127 .16
Ev Importance 1w Av 3.43 .56 3.31 .73 3.46 .51 27 .95
Ev Reappraisal 1w Av 2.61 .81 2.53 .96 2.63 .78 127 .54
Ev Suppression 1w Av 2.01 .64 2.41 .74 1.93 .59 127 3.35 *
Ev Expression 1w Av 3.52 .73 3.36 .93 3.56 .68 27 1.00
Retrospective Responses
RES 11.04 2.21 10.16 2.57 11.21 2.10 115 1.93 †
Ev Frequency 3.26 .72 2.89 .88 3.34 .67 115 2.49 *
Ev Intensity 3.23 .74 2.94 .90 3.28 .70 112 1.75 †
Ev Importance 3.98 .86 3.53 1.07 4.06 .80 19 1.96 †
Ev Reappraisal 3.04 1.09 2.76 1.15 3.09 1.08 112 1.14
Ev Suppression 1.84 .84 1.76 .75 1.86 .85 112 .41










IES 1w Av 6.77 1.84 6.91 1.77 6.74 1.86 129 .40
Ev Presence 1w Sum 5.44 4.02 4.35 4.24 5.68 3.95 129 1.45
Ev Intensity 1w Av 2.83 .56 2.94 .63 2.81 .55 120 .97
Ev Importance 1w Av 3.54 .66 3.63 .75 3.52 .64 120 .69
Ev Reappraisal 1w Av 2.67 .83 2.40 .66 2.72 .85 120 1.59
Ev Suppression 1w Av 2.81 .75 2.77 .63 2.82 .78 120 .28
Ev Expression 1w Av 2.72 .79 2.70 .88 2.73 .78 120 .14
Retrospective Responses
RES 7.79 2.92 8.79 2.76 7.59 2.92 115 1.65
Ev Frequency 2.83 .99 2.84 1.01 2.83 .98 115 .06
Ev Intensity 2.92 .82 2.94 .83 2.92 .82 102 .10
Ev Importance 3.79 1.03 3.71 1.10 3.80 1.02 102 .36
Ev Reappraisal 2.78 1.17 2.53 1.18 2.83 1.16 102 .96
Ev Suppression 2.92 1.14 3.35 1.22 2.84 1.11 102 1.72 †
Ev Expression 3.12 1.17 2.65 1.17 3.21 1.15 102 1.83 †
Anger
IES 1w Av 4.93 1.55 5.30 1.50 4.85 1.55 129 1.26
Ev Presence 1w Sum 1.66 1.83 1.09 1.24 1.79 1.91 129 1.68 †
Ev Intensity 1w Av 2.92 .68 2.83 .76 2.93 .67 85 .51
Ev Importance 1w Av 3.01 .88 2.93 .99 3.02 .87 85 .34
Ev Reappraisal 1w Av 2.83 1.04 3.21 1.16 2.77 1.02 85 1.41
Ev Suppression 1w Av 3.16 1.07 3.13 1.18 3.17 1.05 85 .13
Ev Expression 1w Av 2.85 1.04 2.78 1.26 2.87 1.00 85 .27
Retrospective Responses
RES 5.74 2.82 6.79 3.49 5.53 2.64 115 1.80 †
Ev Frequency 1.82 .85 1.68 .67 1.85 .88 115 .77
Ev Intensity 2.58 .84 2.82 .87 2.54 .83 65 1.02
Ev Importance 2.78 1.10 2.91 1.22 2.75 1.08 65 .44
Ev Reappraisal 2.67 1.12 2.36 1.03 2.73 1.14 65 1.00
Ev Suppression 2.99 1.19 2.18 1.08 3.14 1.15 65 2.56 *
Ev Expression 2.78 1.19 3.36 1.21 2.66 1.16 65 1.82 †
Note . IES = Instantaneous Emotional States, Av = average, Ev = Event, RES= Retrospective
Emotional States.















情喚起イベントの頻度・強さ・再評価と正の相関が見られ（rs = .22－.25, ps < .01－.05），
抑制はいずれの変数とも相関は見られなかった（rs = -.11－.16, n. s.－p < .10）。また即
時的イベント関連項目と回顧的イベント関連項目は，対応している変数間全てにおい
て正の相関が認められた（rs = .27－.68, ps < .001－.01）。 
1.1 即時的感情・即時的イベント関連項目 
即時的イベント関連項目では，表出と再評価の間に正の相関（r = .32, p < .001），
表出と抑制の間に負の相関が見られた（r = -.58, p < .001）。また再評価・表出と
強さ・重要性のそれぞれの間に正の相関（rs = .36－.50, ps < .001），抑制とイベ
ントの有無・強さの間に負の相関が認められた（rs = -.32－-.24, ps < .001－.01）。
なお即時的感情はイベントの有無・強さ・重要性と正の相関が認められ（rs = .23




= -.35, p < .001）。また再評価と頻度・強さ・重要性，表出と回顧的感情・頻度・
強さ・重要性のそれぞれの間に正の相関が認められた（rs = .20－.37, ps < .001
－.05）。なお回顧的感情・イベントの有無・強さ・重要性の間すべてにおいて，
正の相関が認められた（rs = .27－.69, ps < .001－.01）。 
2 悲しみ（Sadness） 
まず感情制御と悲しみの各変数間では（Table5），再評価と即時的イベントの再評価，
回顧的イベントの再評価との間で正の相関が認められ（rs = .30－.34, ps < .001），抑制
は即時的イベントの表出，回顧的イベントの表出との間で負の相関が見られた（rs = 
-.24－-.23, ps < .05）。また即時的イベント関連項目と回顧的イベント関連項目は，喜び
同様，対応している変数間全てにおいて正の相関が認められた（rs = .30－.67, ps < .001
－.01）。 
2.1 即時的感情・即時的イベント関連項目 





抑制と表出の間に負の相関が見られた（r = -.24, p < .01）。また表出と強さ・重
要性の間に正の相関が見られた（rs = .22, ps < .05）。なお即時的感情はイベント
の有無・強さと正の相関が認められ（rs = .28－.30, ps < .001－.01），強さと重要
性の間でも正の相関が認められた（r = .59, p < .001）。 
2.2 回顧的感情・回顧的イベント関連項目 
回顧的イベント関連項目では，まず抑制と再評価の間に正の相関（r = .24, p 
< .05），抑制と表出の間に負の相関が見られた（r = -.34, p < .001）。また表出と
強さ・重要性の間に正の相関が認められた（rs = .30－.33, ps < .001－.01）。なお
回顧的感情・イベントの有無・強さ・重要性の間すべてにおいて，正の相関が
認められた（rs = .26－.67, ps < .001－.01）。 
3 怒り（Anger） 
まず感情制御と怒りの各変数間では（Table6），再評価と即時的感情・回顧的感情の
間に負の相関が見られ（rs = -.26－-.22, ps < .01－.05），即時的イベントの抑制・回顧的
イベントの再評価・抑制と正の相関が見られた（rs = .25－.33, ps < .01－.05）。一方で
抑制は，即時的イベントの頻度・回顧的感情・回顧的イベントの頻度・表出と負の相
関が見られた（rs = -.36－-.26, ps < .01－.05）。また即時的イベント関連項目と回顧的イ
ベント関連項目は，喜び・悲しみ同様，対応している変数間全てにおいて正の相関が
認められた（rs = .33－.61, ps < .001－.05）。 
3.1 即時的感情・即時的イベント関連項目 
即時的イベント関連項目では，悲しみと同じく，抑制と再評価の間に正の相
関（r = .47, p < .001），抑制と表出の間に負の相関が見られた（r = -.70, p < .001）。
また抑制と即時的感情の間に負の相関（r = -.25, p < .05），表出と即時的感情・
重要性の間に正の相関が認められた（rs = .22－.33, ps < .01－.05）。なお即時的感
情はイベントの有無と正の相関が認められ（r = .25, p < .01），強さと重要性の間
でも正の相関が認められた（r = .44, p < .001）。 
3.2 回顧的感情・回顧的イベント関連項目 
回顧的イベント関連項目では，まず再評価と抑制の間に正の相関（r = .53, p 
< .001），表出と再評価・抑制の間に負の相関が見られた（rs = -.70－-.28, ps < .001
－.05）。また再評価・抑制と回顧的感情の間に負の相関（rs = -.35－-.30, ps < .01
－.05），表出と強さ・重要性の間に正の相関が認められた（rs = .26－.39, ps < .01
－.05）。なお回顧的感情・イベントの有無・強さ・重要性については，頻度と重






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































するため，1 週間継続して回答されたデータ 21 回分について Time2 のイベントの有無を統
制変数，Time1 の再評価・抑制を独立変数，即時的感情を従属変数として分析を実施した。
なお個人の感情に関する特性は日々経験する感情と関連するため，（1.1）から（1.3）のモ
デルを採用し，対象データについて HLM を用い分析を実施した。 
Level 1 (Within model) 
即時的感情 ij = α0j + β1j × イベント有無 ij + rij                （1.1） 
Level 2 (Between model) 
α0j = γ00 + γ01 × イベント有無・集団平均 j + γ02 × 再評価 j + γ03 × 抑制 j + u0j   （1.2） 
β1j = γ10                                  （1.3） 
分析の結果を Table 7 に示す。まずいずれの感情においてもイベントの有無の正の効果が
認められ，感情を喚起するイベントがあった時もしくは人ほど，それぞれの感情を強く感
じることが示された（ 01s = 2.71‐4.49, ps < .001‐.01， 10s = 3.29‐4.40, ps < .001）。また
感情制御については，再評価を行う人ほど喜びの感情が増加し（ 02 = .05, p < .05），怒りの




ータのみを抽出し，分析を実施した。前述の分析と同様に HLM を使用し，Time1 の感情
特性を統制変数，Time2 の即時的イベントの感情制御（再評価・抑制・表出）を独立変数， 
 
Table 7 Summary for HLM of Instantaneous Emotional States 
SE SE SE
γ 00 Intercept 8.90 *** .14 6.76 *** .15 4.92 *** .12
γ 01 Ev Presence GM 3.06 *** .67 2.71 *** .74 4.49 ** 1.40
γ 02 Reappraisal .05 * .03 -.04 .03 -.06 * .02
γ 03 Suppression -.03 .03 -.01 .03 -.01 .03
γ 10 Ev Presence 3.29 *** .15 3.38 *** .18 4.40 *** .30
Random Effect
u 0i Intercept 2.44 *** .33 2.63 *** 0.36 1.87 *** 0.25
r ij Residual 4.36 *** .13 4.77 *** 0.14 3.03 *** 0.09
Note. Ev = Event, GM = Group-mean.













Level 1 (Within model) 
即時的イベント感情 ij = α0j + β1j × 再評価 ij + β2j × 抑制 ij + β3j × 表出 ij + rij   （1.4） 
Level 2 (Between model) 
α0j = γ00 + γ01 × 感情特性 j + γ02 × 再評価・集団平均 j 
+ γ03 × 抑制・集団平均 j + γ04 × 表出・集団平均 j + u0j          （1.5） 
β1j = γ10                                     （1.6） 
β2j = γ20                                     （1.7） 
β3j = γ30                                     （1.8） 
分析の結果，まず喜びと悲しみの感情特性の正の効果が認められ，それぞれの感情を感
じやすい人ほどイベントによって生起する感情が大きくなることが示されたが（ 01s = .05
‐.08, ps < .001－.01），怒りの感情特性ではその効果は見られなかった（ 01 = .01, n. s., Table 
8）。また感情制御については，再評価を行う人ほど，また行うほど，喜びの感情が増加し
（ 02 = .15, 10 = .20, ps < .001），抑制を行う人ほど怒りの感情が増加することが示唆された
（ 03 = .25, p < .05）。更に表出を行う人ほど，また行うほど各感情が大きくなることが示唆
された（ 04 = .16－.31, 30 = .13－.23, ps < .001－.01）。 
 
Table 8 Summary for MRA of Instantaneous Emotional Intensity of Event 
SE SE SE
γ 00 Intercept 2.89 *** .03 2.82 *** .04 2.86 *** .06
γ 01 Affect Trait .05 ** .02 .08 *** .02 .01 .02
γ 02 Ev Reappraisal GM .15 *** .04 .11 † .06 -.03 .07
γ 03 Ev Suppression GM -.02 .07 .03 .06 .25 * .09
γ 04 Ev Expression GM .25 *** .06 .16 ** .06 .31 ** .08
γ 10 Ev Reappraisal .20 *** .03 -.02 .04 -.03 .08
γ 20 EvSuppression -.04 .03 .01 .03 .01 .08
γ 30 Ev Expression .21 *** .03 .13 *** .03 .23 *** .05
Random Effect
u 0i Intercept .08 *** .02 .12 *** 0.03 .12 .08
r ij Residual .28 *** .01 .35 *** 0.02 .35 *** .07
Enjoyment Sadness Anger
†p < .10,*p < .05,**p < .01,***p < .001.
Coefficient Coefficient Coefficient
Fixed Effect











回顧的感情が大きくなることが示唆された（βs = .21－.36, ps < .001－.05）。感情制御の影響
については，再評価を行うほど回顧的な喜びの感情を大きく感じ（β = .20, p < .05），また






の正の効果が示され（βs = .23, ps < .01－.05），怒りの感情では感情特性の効果は認められ
なかった（β = .04, n. s.）。感情制御の影響については，表出を行うほど各感情を強く感じる
ことが示唆された（βs = .33－.56, ps < .001－.01）。また抑制の効果はいずれの感情において
も見られなかった（βs = .06－.16, n. s.）。 
 
Table 9 Summary for Multiple Regression Analysis of Retrospective Emotional States 
SE SE SE
Affect Trait .21 * .11 .35 *** .11 .36 *** .08
Reappraisal .20 * .04 -.12 .05 -.13 .04
Suppression -.06 .05 -.11 .05 -.23 ** .05
adjR 2 .08 ** .14 *** .25 ***





Table 10  Summary for MRA of Retrospective Emotional Intensity of Event 
SE SE SE
Affect Trait .23 ** .03 .23 * .04 .06 .04
Ev Reappraisal .15 † .06 .16 † .07 -.11 .10
Ev Suppression .06 .08 .16 .07 .30 .13
Ev Expression .33 *** .07 .35 *** .07 .56 ** .11
adjR 2 .21 *** .19 *** .14 *
Note. Ev = Event.































































回顧的感情・回顧的イベント関連項目の頻度の間で負の相関が見られた（rs = -.35－-.24, ps 
< .001－.05）。また同様に，喜びと怒りの即時的イベント関連項目の表出と回顧的感情・回
顧的イベント関連項目の頻度の間で正の相関が認められた（rs = .22－34, ps < .01－.05）。
更に即時的イベント関連項目の表出は，喜びの回顧的イベント関連項目の強さ・重要性と




































イベントの頻度は，喜びが 972 回，悲しみが 713 回，怒りが 218 回であり，経験頻度（得
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1）本研究結果は，日本感情心理学会第 25 回大会（2017）および 15th European Congress of 
Psychology（2017）で発表された。 
2）本研究にご協力いただいた参加者の皆様に心より御礼申し上げます。 
3）今回の分析では感情制御と感情状態の関係について焦点を当てたため，インターネット
調査で得られたデータの一部は分析の対象から除外した。 
4）再評価で性差が認められたが，男性のサンプル数が少ないため，男女別でなく全体で相
関を算出した。 
5）インターネット調査で得られた変数でも男女差が認められたものはあったが，質問紙の
分析と同様に，サンプル数を考慮し参加者全体で相関を算出した。また以後の HLM およ
び回帰分析も，同様の理由で性別を統制変数に投入せずに分析を実施した。 
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